
活動報告

≪活動内容≫
　令和５年２月14日に、山形大学小白川キャンパスにおいて、上山市及び朝日町の生産者•市職員、関
連企業の産官学の関係者が集うワークショップを開催した。参加者は合計33名で、内訳は、上山市（生
産者 11名、市職員3名）朝日町（生産者 12名、役場職員3名、協議会1名）　企業（（株）オネスト、
（株）フェイバーエンジニアリング、(株）フィディア情報総研）であった。
当日は、奥野から[１]．データで見る過去〜未来の地域農業社会、[２]．コミュニティー・グループが
支える地域農業文化の多様性と題した講演の後、上山市と朝日町に分かれて、生産者数の減少が農業に
及ぼす具体的な影響を挙げ、緊急度等の優先順位付けを行い、行政と生産者との共通認識を作る作業を
行なった。WSの後には、情報交換会を実施し、地域を跨いだ交流を行なった。

≪実施した効果≫
　目で見える形の効果はまだありませんが、実施した感想として地域が異なると同じ「生産者の減少」
に対する危機感が異なることがわかりました。これから大学が地域共創を唱えて行く際にとても重要な
ことです。具体的には、朝日町の生産者の産地に対する熱意とチームワークが高く、一方、今回参加い
ただいた上山の生産者協働する意識はまだ低い状況でした。朝日町では地域課題に受けた具合的な政策
や生産者の行動を起こす段階にあり、異包、上山においては、意識づけや生産者のコミュニティーづく
りが必要な段階であることがわかりました。

　　団体名および構成員
※団体で活動を行った場合のみ記載
（欄が足りない場合は行を追加して記入し

てください。）
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報告者名

連携して活動を行った
プラットフォーム加盟機関名

上山市、朝日町

団体名. かるほく未来創造ラボ

奥野　貴士

活動名
近未来は具体的に何に憂い、具体的に何を備えるべきなのか？最初の一歩の共創
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1 × 19,642 =

活動に関するHPや情報がございました
ら、URLの添付をお願いいたします。

本助成によりWSを開催できましたこと感謝いたします。

≪スケジュール≫
概要
2:00～  ― 講演 　奥野貴士　―
１．データで見る過去〜未来の地域農業社会
２．コミュニティー・グループが支える地域農業文化の多様性

2:30～  ― WS 温故（一部） [上山市/朝日町に分かれて実施]―   
1 0 年前〜現在の思い出話
コミュニティー、グループの農業の変革を年表にまとめる
[  収入、栽培方法、コミュニティー、災害、社会情勢]

3:00～  ― WS 知新（二部）[上山市/朝日町に分かれて実施] ―
現在〜2033年　自分たちが次の世代につなぐ地域

  コミュニティー、グループの予測される変革と具体的な課題をまとめる
[  収入、栽培方法、コミュニティー、災害、社会情勢]

   4:00〜  ― WS 温故知新（三部）　[上山市/朝日町と合同]―
近未来は具体的に何に憂い具体的に何を備えるべきか

4:30〜　  具体的な方策、行動立案  [上山市/朝日町と合同]

5:00   　　閉会式

実施スケジュール

問い合わせ先：山形大学総務部企画IR課(社会共創推進室)
TEL：023-628-4615　MAIL：yu-shakaikyousou@jm.kj.yamagata-u.ac.jp
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本事業へのご意見・要望

アルバイト料

支援金の用途報告

合計　　200,000

（内訳） (金額)

57,595消耗品 (文房具等•WS準備/当
日使用））

次年度の計画について

また、このワークショップを通じて朝日町における生産者の危機感と行動力の高いことがわかり、次年
度から協働するきっかけとなりました。上山市においては、危機感の意識の高い生産者が集える新しい
コミュニティーづくりを市役所、農協、高校等と協働します。地域デジタルデザイン思考演習や
Desital design Labの活動を通じて、学生と生産者と繋ぎ、地域課題を一緒に考えていく活動に繋げま
す。また、次年度よりデータサイエンス推進センターの事業として、本ワークショップをリカレント教
育としてサービスを展開することを計画しております。
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